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背景
 HPCクラスタを用いるための前提知識は非常に多く、 
利用するまでの学習コストが大きい 
シェルなどのコマンドラインインタフェースの学習 
ジョブスケジューラの学習 
SSH鍵ペアの生成と公開鍵の登録 

計算ノード上でリモートデスクトップやJupyterLabなどの 
GUIアプリケーションを対話的に実行したい要望があるが、 
その手順は複雑 
SSHトンネリングの設定 
アプリケーションの実行コマンド

多くの場合、新しいHPCクラスタを使う度に再学習が必要
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Open OnDemand

HPCクラスタ用のWebポータルOpen OnDemandに着目 
オハイオ州立大学が中心となって開発しているOSS 
WebブラウザからHPCクラスタの操作が可能 
統一化されたユーザインタフェース 
ファイルの送受信、ジョブ投入・監視、シェルアクセス 
計算ノード上でGUIアプリケーションを簡易に利用可能 
アプリケーションプラットフォームとしての機能 

2022年1月のHPC AsiaでOpen OnDemandの存在を知った。 
2022年8月から「富岳」においてテスト運用（Fujitsu TCS 
用のコードを開発、本家に反映）。2023年5月から本番運用。 
2025年9月からデフォルトのログイン方法になった。

https://openondemand.org



4

Open OnDemandは世界中の2,100以上の組織で利用
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Open OnDemandは世界中の2,100以上の組織で利用

企業などでも利用されている
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日本のOpen OnDemandコミュニティサイト
https://openondemandjp.github.io/

Open OnDemandワークショップを 
2023年10月と2025年1月に開催した。 
次回は2026年中の予定本日の話題

現在の参加者数は24名。 
アカデミックと企業の割合は半々くらい。
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ダッシュボードの変更（1/2）

カスタマイズが可能 
(i) 既存のテンプレートを用いる 
ロゴの追加、アプリを種類ごとに表示 

(ii) テンプレートをeRubyで記述する 
ジョブを投入する際にユーザが欲しい情報を表示

テスト運用時デフォルト

現在

(i) (ii)
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ダッシュボードの変更（2/2）

A. 外部リンク（富岳マニュアルなど） 
B. 障害情報やオペレーション情報など 
C. 各キューの待ちジョブ数（Grafanaを利用） 
D. 運用カレンダー（Googleカレンダーを利用） 
E. ユーザのディスクとバジェットの利用率 
F. 最近使った計算ノードで動作するアプリ（最大4個） 

他のアプリはナビゲーションバーから選択可能 
G. Open OnDemandサーバで動作するPassenger  
Application 
ファイル操作・ジョブ監視・HPCI Shared Storageなど

A
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対話アプリケーションとバッチジョブ

Category Application

Development Remote Desktop, JupyterLab, MATLAB, VSCode, Terminal

Profiler NVIDIA Visual Profiler, NVIDIA Nsight Compute, NVIDIA Nsight Systems, Vampir

Viewer AVS/Express, C-Tools, GaussView, Gnuplot, GrADS, ImageJ, MOLDEN, OpenMX viewer, OVITO, Paraview, 
PyMOL, SALMON view, Smokeview, VESTA, VMD, VisIt, XCrySDen

Workflow WHEEL

Interactive Application

Category Application
Climate SCALE

Computer Aided Engineering FDS, FFVHC-ACR, FrontFlow (blue/X), FrontISTR, OpenFOAM (Foundation/OpenCFD)
Condensed Matter Physics ALAMODE, AkaiKKR, HΦ, mVMC, OpenMX, PHASE/0, Quantum Espresso, SALMON

Molecular Dynamics GENESIS, GROMACS, LAMMPS, MODYLAS, PIMD
Quantum Chemistry ABINIT-MP, Gaussian, NTChem, SMASH
Quantum Simulation braket

Experimental Data Processing KIERTÄÄ

Batch Jobs (Open Composerから投入)
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アプリケーションの種類
Passenger Application：Open OnDemandが 
インストールされたWebサーバで動作する 
ユーティリティ （ファイルのアップロードなど） 
Interactive Application：計算ノード上で動作する 
リモートデスクトップやJupyterLabなどの対話型GUI 
アプリケーション

アイコンをクリックして 
アプリケーションを起動する

これらのアプリケーションは、他のOpen OnDemandサイトと
共有可能な場合がある
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デフォルトのPassenger Apps

・Home Directory：ファイルの 
　アップロード・ダウンロード・ 
　編集が可能。rcloneと組合せる 
　ことでAmazon S3などの外部 
　ストレージとの連携も可能。

・Active Jobs ：ジョブの監視

・Job Composer：バッチジョブの 
　　投入（使いづらいので無効化 
　　して、代わりのアプリである 
　　Open Composerを開発した）

・Shell：Webターミナル

Home Directory Active Jobs

Job Composer Shell
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開発したPassenger Apps（1/2）

グループ内の各ユーザのディスク利用率の表示

グループ内の各ユーザのバジェット利用率の表示

グループ内の最近利用されていないファイルがある 
ディスク情報の表示

富岳専用アプリ
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開発したPassenger Apps（2/2）

バッチジョブを投入・管理するツールOpen Composer

これらは他のOpen OnDemandでも動作する

https://github.com/RIKEN-RCCS/OpenComposer

HPCI共用ストレージにマウントするアプリ
https://github.com/RIKEN-RCCS/HPCI_Shared_Storage

GakuNin RDMも 
可能
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HPCI共用ストレージにマウントするためのアプリ
1. https://elpis.hpci.nii.ac.jpでリフレッシュトークンを作成 
2. HPCI IDとPassphraseを入力 
3. Mountボタンをクリック 

  プログラム内部でmount.hpciコマンドが実行される 
4. HPCI共用ストレージを利用する 
5. Umountボタンをクリック 

  プログラム内部でumount.hpciコマンドが実行される



Open OnDemandのオーバヘッドを調べるため、Open OnDemandを用いる場合と 
用いない場合におけるデータ転送速度を比較 
Open OnDemandサーバからHPCI共用ストレージにデータ転送 
Open OnDemandサーバとHPCI共用ストレージは同じ理研の建物内 
Open OnDemandサーバのCPUはXeon Gold 6338 x2 
メモリは256GB、ネットワークは100Gbps 

結果 
Open OnDemandを用いない方が最大28%早いが、 
データサイズが大きくなるにつれ性能差は小さくなる 
64MiB以上では性能差はなくなるため、実用上は問題ないと考えられる
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評価
better
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まとめと今後の予定
まとめ 
HPCクラスタが持つ計算資源を簡易に利用可能にするOpen OnDemandの紹介とカスタマイズ 
Passenger ApplicationであるHPCI共用ストレージ用のアプリケーションの開発 
• Home Directoryと組み合わせることで、GUIでファイル操作が可能 
• HPCI共用ストレージについて転送速度を比較し、Open OnDemandのオーバヘッドは十分に 
小さいことがわかった 

今後の予定 
gfpcopyによる並列コピーの実装 
ローカルからリモートにアップロードするときにファイルを圧縮する機能の実装 
AIチャットによるヘルプサービス機能の実装 


